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吉⾒町⼤規模盛⼟造成地
第⼆次スクリーニング調査業務委託

報告書概要版

令和7年3⽉



１．業務概要
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（１）業務⽬的
令和4年度に⾏われた「吉⾒町⼤規模盛⼟造成地第⼆次スクリーニング

計画策定業務委託」により、優先度が⾼いと評価された⼤規模盛⼟造成地
について、測量、地質調査及び解析を⾏い、当該造成地の安全性を確認
することを⽬的とした。

（２）業務範囲
吉⾒町347-T-016 （吉⾒町⻑⾕ ひばりヶ丘団地）

（３）履⾏期間
（⾃） 令和6年5⽉30⽇ （⾄） 令和7年3⽉21⽇

（４）業務内容
① 計画準備
② 地盤調査準備
③ 地盤調査
④ 室内⼟質試験
⑤ 地下⽔位観測
⑥ 変状定期観察
⑦ 解析等調査
⑧ 学識経験者

との検討会
⑨ 報告書作成
⑩ 打合せ協議

業務対象地位置図

地盤調査実施数量表



２．当該造成地の地域特性（１）
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盛⼟抽出時の標⾼差分図

今回調査で確認した事項
①擁壁構造が標準に ⾮該当
⇒ 該当でよいと判断する
住宅外周にある⾼さ１ｍの擁壁に対する判
定であったため、滑動崩落への影響はない。

②変状 有 擁壁のひび割れが多く、地区全
体的に造成範囲の中央に向かって沈下して
いる。変状定期観察で進⾏性を把握した。

③地下⽔ 可能性有 ⇒ 有に変更する
地下⽔位観測により、⾼い（盛⼟の中央深
度より浅い）地下⽔位を確認した。

④盛⼟下の不安定な⼟層 不明 ⇒ 有
（Ｎ値4前後の旧表層⼟が分布）
No.1は盛⼟・旧表層⼟ともに緩く⾃⽴性が
悪い。No.2旧表層⼟は有機質。

右⾚枠内のとおり、今回調査結果を反映しても、
優先度A1という評価は変わらない



２．当該造成地の地域特性（２）
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本箇所が詳細調査の対象とされた根拠は、下記カルテのとおり、変状がみられ地下⽔可能性が考えられたため。



３．地盤調査結果
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2箇所でボーリング調査を⾏い、⼟質区分、Ｎ値の把握、室内⼟質試験試料採取を⾏った。

盛⼟・旧表層⼟は全
体的に締りが緩い。
岩盤は著しく破砕質
で上部１〜２ｍ⾵化
しているがＮ値は⾼
く岩盤崩壊を⽣じる
地盤状況ではない。

No.1
No.2

地下⽔位は次⾴の
⽔位観測結果を反映



４．地下⽔位観測結果
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No.1は降⾬に対して⽔位変動が⼤きい

No.2は短期降⾬に対しては上昇量が⼩さく概ね安定している

最⾼⽔位条件〇で最も危険な状態を把握した上で、降⾬に応じて定期的に形成されうる⽔位（- - -）を標準として解析を⾏うこととした



５．変状定期観察結果
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①②は湧⽔状況、それ以外はひび割れ・⽬開き・ハラミ出しといった変状を観察した

①

②

③

④

⑤⑥⑦

⑧

⑨

変状観察箇所

全域的に擁壁の変状や湧⽔が⽬⽴つ造成地であるが、盛⼟側部で
わずかに数値の変化（測定誤差も含む）がみられるものの、8⽉末
の豪⾬を経ても著しい進⾏性は認められなかった



６．安定解析結果
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当該地で最も地形地質条件の悪い断⾯で実施した⼆次元解析では、最⼩安全率が１未満（崩壊可能性あり）
地盤強度も⾼いとはいえないが、地下⽔位が⾼いことが安全率低下の主原因となっていると考えられる

解析条件ごとの最⼩安全率

室内⼟質試験結果より
地盤強度の求め⽅を標準と
安全側の2パターンで設定

地下⽔位観測結果より
最も⾼い観測⽔位（豪⾬時
を想定）と標準⽔位の２パ
ターンで設定



７．総合評価（学識経験者意⾒反映）
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安定解析より地震時には、盛⼟最上部の道路から造成地全体に滑り⾯が⽣じる崩壊に
繋がる可能性があるという結果を得た。
ただし本結果は、地形地質条件が最も悪い断⾯を対象にしたものであり、盛⼟全体が
危険な状態で、即座に対応すべきであるとはいえない。
今後は下表の課題や対応案を考慮して、講ずることが望ましい。

今後の対応案調査結果および考察

⼆次元解析では造成地全体が滑動崩落する可能性が⾼いという評
価にはならないが、不安定な部分もあることは事実であるため、
今後も注意を要する造成地であるという認識は必要である。

解析は造成地中央の地形・地質条件が最も悪
い⼆次元断⾯で実施したものであり、三次元
的には側部に近いほど安定的となる。

擁壁から道路に連続する沈下やひび割れが進⾏している場合は、
そこに滑落崖が形成されるようなすべり崩壊の予兆である可能性
があるため、経過観察で把握する。

国の経過観察マニュアルによる経過観察頻度は、⾼頻度（１年毎
の定期点検）に該当する。

盛⼟のすべり崩壊との関連性は不確かである
が、主に沈下に伴う擁壁の変状が多数認めら
れる。

地下⽔排除⼯により地下⽔位を低下させることで安定化を図るこ
とは可能である。ただし学識経験者意⾒より、盛⼟が緩いため地
下⽔位低下に伴い地盤沈下を誘発する可能性もあることから、慎
重な検討が必要である。

地下⽔が豊富であることが不安定化の要因の
⼀つとなっていると考えられる。


